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　セリシン中に含まれる炭水化物については，これ迄の研究で，その全量は約1．43％（ユ）であり，

N－Glucoside結合をなすグルコース（2），セルロ・一一ス（3’4＞，およびアミノ糖（516），還元糖の存在が

みとめられている。

　筆者らはセリシンの炭水化物の構成分を研究して若干の知見が得られたのでこれを報告す

る。

実　　　　験

　1　試　　　料
　従来の方法に従つてエー一テル，ついでエタノールで洗つた繭層約100gに対して300mlの水

を加え，110°Cで1時間加熱して得られた抽出液，またはこれにエタノ…ルを加えて沈澱した

ものを真空乾燥してセリシン試料とした。

　2　酸加水分解
　セリシンに各種濃度（0．01N～6N）の硫酸を加え，湯煎上で力11熱して加水分解後，水酸化

バリュウム，炭酸バリュウムで中和し，生じた硫酸バリ：．Lウムの沈でんは熱水で十分洗い，洗

液は分解液に合せて濃縮し以下の反応に使用した。

　3　糖の定性反応
　オルシソ反応はBia1（7），アニリン反応はKoch等（8），スカトール反応はGrauer（9），　Elson－

Morgan反応はElson等（1°）の方法に従つた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　果

　セリシン各20mgを硫酸0．25N，16時間，1　N，24時間，2N，12時間，6N，8時間の加熱

で分解したいずれにもスカトール反応は明らかな陽1生を示した。

　これらの分解物のオルシン反応は1Nのものを除きいずれも紫色を呈したが，アニリン反応

は陰性であつた。　又セリシンに直接アニリン反応を行つても同じく陰性であつた。　Elson－

Morgan反応は陽性で，6Nのものに最も強かつた。この反応をアセチル化を行わず，直搬工

P・ルリッヒ試薬を作用させても発色するが，その強さは酸濃度の低いもの程強かつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察

　スカトール反応の呈色物のクロロホルムに対する溶解性からヘキソースは存在するが，ウロ

ソ酸，ペント・・一スの存在は否定される。この後二者についてはア＝リン反応が陰1性なことから
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も存在しないものと考えられる。

　アニリン反応が陰性でオルシン反応が陽性であるのは近頃種々の生体組織に兇出されている

シアール酸によるものと思われる。このことはElson－Morgan反応において，アセチル化な

しに呈色を示し，又分解時の酸濃度の低い程反応が強いのは，アミノ糖と異り酸に弱いシア・一・・

ル酸の存在を十分示すものである。

　アミノ糖に関しては上の反応からだけでは，シアー一ル酸の存在のためにその存否を決定出来

ないので，引続き各種の決定と定量を行う予定である。

総　　　　括

　セリシンの酸加水分解を行い，含まれる炭水化物として従来報告されている糖の他に，還元

糖，ウロン酸およびアミノ糖と類似の性質を持つた物質であるシアー一ル酸が存在することを見

出した。
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Summary

　　　Carbohydrates　of　sericin　were　qualitatively　annalized　after　hydrolysis　with　sulfuric

acid．　A　new　component，　sialic　acid，　was　detected．　Pentoses　and　uronic　acid　could　not　be

found．


